
佐
賀
の
方
言
戯
作
の
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
が 、
蒲
原
大
蔵
（一
編
舎
十

九
一
七
八
三
1一

八
五
七）
の
諸
作
品
で
あ
る 。
「
佐
賀
県
近
世
賓
科」

第
九
編
第一
巻
（
佐
賀
県
立
図
杏
館
二
0
0
四）
で
網
羅
さ
れ 、
田
中
道
雄

等
に
よ
る
翻
刻・
解
説 ．．
 注
釈
が
行
わ
れ
て
利
用
し
や
す
く
な
っ
た 。
こ
こ

で
は 、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
終
助
詞
バ
イ
と
パ
ン
の
用
法
差
に
つ
い
て
述
べ
て

み
た
い 。

蒲
原
大
蔵
の
方
酋
戯
作
に
つ
い
て
は 、
吉
町
義
雄一
九
七
六
「
九
州
の
コ

ト
バ」
（
双
文
社）
や
篠
崎
久
防一
九
九
七
「
長
崎
方
言
の
歴
史
的
研
究」
（
長

綺
文
献
社）
の
研
究
が
あ
る 。

終
助
飼
パ
イ
と
パ
ン
の
述
い
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る 。
小
野

志
真
男一
九
六
九
「
親
愛
の
語
調」
（『
九
州
方
言
の
甚
礎
的
研
究
j

風
問
柑

房） 、

同
「

待
遇
関
係
で
目
下
へ
」
（「
九
州
地
方
の
方
言」・
国
密
刊
行
会）

と
い
う
待
遇
差 、
小
野
志
呉
男一
九
五
四
「
佐
賀
県
方
言
区
画
概
観」
（「
佐

賀
大
学
教
育
学
部
研
究
論
文
集j
4) 、
江
ロ一
九
八
九
「
九
州
方
言
研
究

史

佐
賀
県」
（「
九
州
方
言
の
史
的
研
究
j

桜
楓
社）
で
『
滑
稽
洒
落
一

寸
見
た
夢
物
語」
で
地
域
差
を
指
摘
し
た 。
中
村
松
里
編
二
0
0
五「
即
訳
ー

佐
賀
方
言
戯
作
の
終
助
詞
バ
イ
と
バ
ン

I 
i 奥 ［ l 歴』a 作

品

閾.... 名

畠 面 造

直 贔 t 悶 ，年 五
悶＾ 年 成

＾ 降
＾ 八

四 八 5 
七`•ノ

四 八 I 

ノ＼

・
ーI' -醤

5 2 ， 11 5 
/{ 

゜ ゜ ゜ 5 5 
ノゞ

ン

蒲
原
大
蔵
戯
作
中
の
バ
イ
と
パ
ン
の
用
例
数
は
左
表
の
と
お
り 。

ふ
く
お
か
方
言
集」
（
西
日
本
新
岡
社）
で
も
地
域
差
が
指
摘
さ
れ
て
い
る 。

坂
口
至
（
熊
本
大
学）
直
談
で
は 、
「
長
崎
市
内
で
は
パ
イ
専
用
（
相
手
が

い
よ
う
が
い
ま
い
が
使
え
る） 、
周
辺
で
は
パ
ナ
（
必
ず
相
手
に
投
げ
か
け

る）」
と
い
う 。
以
上
は
現
代
方
言
か
ら
バ
イ
と
パ
ン
を
且

nimal
p
air
 (
最

小
対）
と
位
樅
づ
け
て
の
記
述
で
あ
る
が 、
歴
史
的
な
観
点
を
導
入
し
て
み

た
ら
ど
う
な
る
の
か 、
と
い
う
の
が
本
論
の
目
的
で
あ
る 。

江

口

泰

生
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「
町
々
筋
評
番
j

は
前
箱

（

若
者

）

と

後
編

（

民
衆

）

で

登
湯
人
物

に
差

が

あ

る

の

で
分
け

て

示
す

。
「
行
か

ね
ば
↓

行
か

ん

パ

ン」

の

よ

う

な

接続

助
詞

バ

出
自

の

例

は

な

か

っ
た

。

な

お

バ

ナ

の

例

が

一例
あ

る

が

（

「
七
福

神
評
定
録
j

の

例
）

、

長
約

の

人

の
言

葉

と

し

て

世
か

れて

い

る

の

で
省
く

（

浮
船
「
モ
シ
ナあ

ん

ま

り
ほ
た

へ

な

はん

な

。
ほ
こ
り

が

立

パ

ナ」
7
8

4)

。

ま

た

以
下

、

伊
勢 、
風
俗 、
狂
言

、

評
番

、

双
紙

、

盛
衰
記

と

略
称

し

、

所
在
は佐

賀
県
立
図
術
館
本

の

頁
数
で

示
す

。

表
記を

改
め
た

と

こ
ろ

が

あ

る

。

そこ

で

ま
ず
バ
イ
の

用

例を
検

討し

て

み

る

。

全

例 を
検

討

し

て

み

て

、

（ア
）
な

に

を

証拠

に
バ

イ

を

使用

し

て
い

る

か、
具体的

に
は

視党

か

聴

党

か

。

（

イ）他

の

形式が 接統し

て
い

る

か

どうか。（ウ）

証拠

↓結論

の

どち

ら

に

バ
イ が接続

す
る

か

、

と

い
う観点

か

ら

分類

す
る

の

が

良さ

そうで あ

る

。

パ
イ

に
は

大きく

い

う
と

、

現楊

で

見て 気

づ

い

た
内容

を

述

べ

る

用

法

（視覚

用

法

）と

、

相手

の
言 葉
で
気

づ

い
た
内
容

を

述

べ

る

用

法

（

聴従

用

法

）

が

あ

る

。

視
党
用

法

に
は大

き
く 、
現
場

で

見
た

ま

まを

述

べ

る

用

法

と

、

見
た

事
か

ら
何

ら

か

の

推

論

を

述

ぺ

る

用

法

が

あ

る

。

(
l)

現
場
で

見

て

気

づ

い
た
内

容を

そ

の

ま
ま

述

べ

る

用

法

は 、
見て気

づ

く

の
で

、

呼
ぴ
掛
け
語
や
現
場
指
示
詞を

伴

う

場
合

が

多
い

。

（
文
吉
が
来
た

の
で

）

文
さ
ん 、
よ
か

所
へ
来て
呉
れ
た

パ

イ

の

ふ

。

（

伊

勢
6
2
1)

(
2)

現楊

で

見
た
内
容

そ

の

も

の

で
は

な

く 、
見
た
内容

か

ら
推

論

し

て

気

づ

い
た
内

容を

述

べ

る

用

法

が

あ

る

。

銀
さ
ん・
久
米
さ
ん
ぢ
や
ア

な

つ
か

ァ・・・・・・

ま

づ

／＼
何
事
も

な

か

つ

た

バ

イ

の

ふ

（

伊
勢
6
5
2)

(
3)

こ

れ
か

ら
転
じ

て

、

過
去

の

出
来
事

が

擬
似
的

な

現
場

で

見
た

こ

と

と

似

て

い

る

と

気

づ

く

用

法

が

あ

る

。

今
思
へ
は

歩
見
た

ご
たる

ば
ひ
（
双
紙
9
4
1)

稔
党
用

法

に
も

、

聡
い
た

こ
とを

そ

の

ま
ま

述

べ

る

引
用
的

な

用

法

(
4

i
6)

と 、
庇い
た

こ

と

か

ら
推

論

す

る

用

法

(
7
1
9)

が

あ

る

。

(
4)

ま
ず

相

手

の

言
葉
で気

づ

い
た

内

容

を

そ

の

ま
ま

述

ぺ

る

用

法

があ

る

。

相手

の
言

菜を

そ

の

ま
ま

述

べ

る

た

め 、
必

ず

ト

イ

ウ

が

付
き

、

複
合
用

法

と

い
え

る

。
（

泊
物

の

名
前
「
も
り
口て
お

ま

す」
に
応
え

て

）

大
根

の

事
ァ

剥副

で
はも
り
口

ち

う

パ

イ
（

伊
勢
6
5
5)

(
5)

相

手

の

言
葉
で

気

づ

き

、

言
菜

の

一
部を

引
用

し

て

述

ぺ

る

用

法

。

(
4)

の

変
種

と

い
え

る

。
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i 周
百 百 可
さ 々 ，，， 

ら

し，．．． I ば

g 
届 腐

I 
慶

麿
墨

年
＾ ＾ 

＾ 八 八
五

八
｀ .-• 

四
I 

2 1 3 ゜

4 27 4 1 

「
町
々
筋
評
番」

は
前
編
（
若
者）

と
後
編
（
民
衆）

で
登
場
人
物
に
差

が
あ
る
の
で
分
け
て
示
す 。
「
行
か
ね
ば
↓

行
か
ん
パ
ン
」

の
よ
う
な
接
続

助
詞
バ
出
自
の
例
は
な
か
っ
た 。

な
お
バ
ナ
の
例
が
一

例
あ
る
が
(
[
七
福

神
評
定
録」

の
例） 、

長
崎
の
人
の
言
葉
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
省
く

（
浮
船
「
モ
シ
ナ
あ
ん
ま
り
ほ
た
へ
な
は
ん
な 。

ほ
こ
り
が
立
バ
ナ」

7
8

4)
。

ま
た
以
下 、

伊
勢 、

風
俗 、

狂
言 、

評
番 、

双
紙 、

盛
衰
記
と
略
称
し 、

所
在
は
佐
賀
県
立
図
書
館
本
の
頁
数
で
示
す 。

表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ

る 。
そ
こ
で
ま
ず
バ
イ
の
用
例
を
検
討
し
て
み
る 。

全
例
を
検
討
し
て
み
て 、

（
ア）

な
に
を
証
拠
に
パ
イ
を
使
用
し
て
い
る
か 、

具
体
的
に
は
視
覚
か
聴

覚
か 。
（
イ）

他
の
形
式
が
接
続
し
て
い
る
か
ど
う
か 。
（
ウ）

証
拠
↓

結
論

の
ど
ち
ら
に
バ
イ
が
接
続
す
る
か 、

と
い
う
観
点
か
ら
分
類
す
る
の
が
良
さ

そ
う
で
あ
る 。

バ
イ
に
は
大
き
く
い
う
と 、

現
場
で
見
て
気
づ
い
た
内
容
を
述
べ
る
用
法

（
視
党
用
法）

と 、

相
手
の
言
葉
で
気
づ
い
た
内
容
を
述
べ
る
用
法
（
聴
覚

勢
6
2
1)

)

現
場
で
見
た
内
容
そ
の
も
の
で
は
な
く 、

見
た
内
容
か
ら
推
論
し
て

気
づ
い
た
内
容
を
述
べ
る
用
法
が
あ
る 。

銀
さ
ん
・

久
米
さ
ん
ぢ
や
ァ
な
っ
か
ァ・・・・・・
ま
づ
／
＼

何
事
も
な
か
つ

た
バ
イ
の
ふ
（
伊
勢
6
5
2)

(
3)

こ
れ
か
ら
転
じ
て 、

過
去
の
出
来
事
が
擬
似
的
な
現
場
で
見
た
こ
と

と
似
て
い
る
と
気
づ
く
用
法
が
あ
る 。

今
思
へ
は
夢
見
た
ご
た
る
ば
ひ
（
双
紙
9
4
]）

1
聴
覚
用
法
に
も 、

聴
い
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
述
べ
る
引
用
的
な
用
法
(
4

6)

と 、

聴
い
た
こ
と
か
ら
推
論
す
る
用
法
(
7
1
9
)

が
あ
る 。

用
法）

が
あ
る 。

視
党
用
法
に
は
大
き
く 、

現
場
で
見
た
ま
ま
を
述
べ
る
用

法
と 、

見
た
事
か
ら
何
ら
か
の
推
論
を
述
べ
る
用
法
が
あ
る 。

(
1)

現
場
で
見
て
気
づ
い
た
内
容
を
そ
の
ま
ま
述
べ
る
用
法
は 、

見
て
気

づ
く
の
で 、

呼
び
掛
け
語
や
現
場
指
示
詞
を
伴
う
場
合
が
多
い
。

（
文
吉
が
来
た
の
で）
文
さ
ん 、
よ
か
所
へ
来
て
呉
れ
た
バ
イ
の
ふ

。
（
伊

(
2

(
4)

ま
ず
相
手
の
言
業
で
気
づ
い
た
内
容
を
そ
の
ま
ま
述
べ
る
用
法
が
あ

る 。

相
手
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
述
べ
る
た
め 、

必
ず
ト
イ
ウ
が
付
き 、

複
合
用
法
と
い
え
る 。

（
漬
物
の
名
前
「
も
り
口
て
お
ま
す」

に
応
え
て）

大
根
の
事
ァ

京
都

で
は
も
り
口
ち
う
バ
イ
（
伊
勢
6
5
5)

(
5)

相
手
の
言
業
で
気
づ
き 、

言
葉
の
一

部
を
引
用
し
て
述
べ
る
用
法 。

(
4)

の
変
種
と
い
え
る 。
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8
2)
 

(
6)
事
態
が
絡・
一
般
論
と
同
じ
で
あ
る
と
気
づ
き 、
諺＇
一
般
論
を
そ

の
ま
ま
引
用
す
る
用
法 。

旅
で
は
め
っ
た
に
も
の
い
ふ
事
は
な
ら
ぬ
パ
イ 。
（
伊
勢
7
0
8)

(
7)
相
手
の
言
菜
を
元
に 、
そ
こ
か
ら
推
論
し
て
気
づ
い
た
内
容
に
パ
イ

が
接
続
す
る
用
法 。

（「
蒟
麓
か
ら
す」
と
い
う
言
菜
を
受
け
て）
ゑ
す
か
(
11

恐
ろ
し
い）

横
道
な
烏
バ
イ
の
ふ
（
評
番
8
8
2)

(
8)
相
手
の
首
葉
か
ら
相
手
の
評
価
に
気
づ
く 。
推
論
が
働
い
て
い
る
の

で 、
(
7)
の
変
種
か 。

利
口
な
事
を
言
ふ
パ
イ
な
ひ
（
盛
衰
9
9
1)

(
9)

相
手
の
言
葉
が
理
解
で
き
な
い
と
気
づ
き 、
事
態
を
あ
き
ら
め
た
り 、

相
手
の
言
葉
を
全
否
定
す
る
用
法

u

相
手
の
酋
葉
へ
の
評
佃 ゜

（
方
言
が
通
じ
ず）
い
っ
ち
よ
ふ
で
も
(
11

少
し
も）
分
ら
ぬ
パ
イ
（
伊

勢
7
1
1)

物
を）
つ
か
ま
せ
た

次
に
パ
イ
の
上
接
部
分
を
検
討
し
て
み
る
と 、
多
く
が
無
意
図
的 、
状
態

を
表
す
文
に
な
っ
て
い
る 。

【
名
詞
】

（
そ
こ
は
銭
を）
欲
し
が
る
所

袖
が
な
い
も
の

物
【
状
態】
来
て
く
れ
た

も
て
る

縫
い
付
け
て
あ
る

ご
た
る

何
事
も
な
か
っ
た

見
事
に
た
ば
か
っ
た

（
お
前
は）
無
理
な
こ
と
を
す
る

（
お
前
は
偽

（
野
狐
に）

歩
み
た

ホ
ン
マ

（「
虎
と
竜
の
細
工」
と
い
う
言
菜
を
受
け
て）
虎
パ
イ
の
ふ
（

評番
8

化
か
さ
れ
た

誰
儀
と
見
え
る

も
り
口
（
婦
帆・
赤
犬）
と
い
う

る

い
く
ら
言
っ
て
も
間
か
ん

こ
う
し
た
偏
り
が
あ
る
の
は 、
パ
イ
は
現
場
（
な
い
し
仮
想
現
場）
に
お

い
て
視
党
梢
報
や
相
手
の
言
業
（
な
い
し
は
批
間一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
言

業）
で
気
づ
い
た
こ
と 、
推
諭
し
た
こ
と
を
述
べ
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
た

め
と
思
わ
れ
る 。

以
上
を
秘
め
る
と 、
見
た
事
を
述
べ
る 、
見
た
事
を
証
拠
と
し
て
結
論
す

る 、
闘
い
た
事
を
述
ぺ
る 、
冊
い
た
事
を
証
拠
と
し
て
結
論
す
る
な
ど 、
全

体
と
し
て
は
見
た
り
開
い
た
り
し
て
気
づ
い
た
こ
と
が
パ
イ
の
主
た
る
用
法

に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る 。
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庄 づ -;-- ↓
法 ぺ 述 く 2
＾ る りl を ぺ JiJ =8 JI! JII述
- t公す べ る 法

る る JlJ ^ 

7 ̂ "l itl tJ, 3 
. -

ー、 法 法 ー
^ -、 46 5 --.―� 

こ
れ
は
バ
イ
が
元
々
ワ
イ
を
語
源
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
の
証
拠

と
も
な
る 。
た
と
え
ば
本
居
宜
長

「古
今
集
遠
鋭」
俗
語
訳
が
気
づ
き
の
ケ

リ
を
ワ
イ
で
訳
し
て
い
る
こ
と
と
も
合
致
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

雛
烏
が
お
っ
た
と
こ
ろ
じ
ゃ
ろ
う

盲
じ
ゃ
ろ
う

（
彼
が）
座
す
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次
に
バ
ン
の
用
例
を
検
討
す
る
。

事
態
の
局
面
に
注
目
し、

人
称
別
に
分

類
し
て
み
る
。

(

1
)

自
身
の
今
後
の
行
動
（
意
志
動
詞
ル
形）

よ
さ
り
ァ
(
11
夜
に）

来
る
パ
ン
（
伊
勢
5
6
2)

(

2
)

自
身
の
今
後
の
状
態

お
ど
も
(
11
お
前
も）

俺
も
ま
一

足
で
袋
(
11
袋
―

つ
の
夜
逃
げ〉

バ

ン
の
ふ
（
双
紙
9
4
1)

(

3
)

自
身
の
現
状
（
オ
ル
・

ト
ル
形）

わ
た
し
ど
ん
も、
み
ん
な
銭
た
ア
と
り
ま
つ
す
る
パ
ン
（
伊
勢
6
4
8)

(
4)

自
身
の
行
動
意
志
の
否
定
（
意
志
動
詞
＋
マ
ッ
セ
ン
・

ン
形）

わ
た
し
共
は
皆
々
ち
と
腹
が
悪
か
に
よ
っ
て、

浪
物
は
食
ま
つ
せ
ん
バ

ン
（
伊
勢
6
0
7)

(

5
)

自
分
の
言
葉
へ
の
補
足

（
今
述
べ
た
こ
と）

こ
り
や
ふ
五
拾
年
後
の
事
パ
ン
（
双
紙
9
4
3)

(
6)

聞
き
手
の
現
在
の
状
態
（
二
人
称

状
態
述
諾）

こ
の
ひ
つ
さ
ん
の
俺
ふ
ま
て
物
も
言
ふ
て
ち
ゃ
紐�
か
パ
ン
(
11
言
業
も

か
け
て
く
れ
な
い
よ）
（
双
紙
9
4
3)

(

7
)

冊
き
手
の
今
後
の
行
動
の
禁
止
（
禁
止
表
現
ナ
ラ
ン
形）

川
ど
も
に
入
る
事
は
な
ら
ん
パ
ン
（
伊
努
5
6
4)

(

8
)

開
き
手
の
今
後
の
状
態
（
状
態
動
詞

ニ
ナ
ル
形）

（
田
を
見
た
ら
お
前
は）

股
一

杯
に
な
る
バ
ン
（
双
紙
9
4
o)

4
8)
 

(
12)

現
在
進
行
中
の
事
態
の
描
写

時
に
も
ふ
廻
庵
さ
ん、

日
の
暮
れ
ま
つ
す
る
バ
ン
（
評
番
8

8

3
)

(

13
)

物
事
の
同
定
(
i
ハ
ー
ト
ヨ
ム
・・
カ
ク）

（
申
芸
は）

さ
る
の
芸
と
世
く
バ
ン
（
伊
努
5
6
3)

決
定
的
に
異
な
る
の
は
バ
ン
が
ル
形
・

進
行
形
の
み
を
接
続
す
る
こ
と
で

あ
る
。

パ
ン
は
自
身
の
現
状
·

意
志
・

推
飛
・

断
定、

開
き
手
へ
の
命
令
・

禁
止、

第
三
者
や
一

般
世
界
に
関
す
る
話
し
手
の
観
察
・

考
え
・

同
定
・

描

写
な
ど
を、

話
し
手
が
相
手
に
一

方
的
に
意
見
や
意
志
や
状
態
を
表
明
す
る

用
法
だ
と
い
え
る
。

先
行
研
究
に
お
い
て、

パ
ン
が
目
下
に
し
か
使
用
で
き

な
い
（
親
愛
の
意
が
あ
る）

と
さ
れ
る
の
は
、

こ
う
し
た
一

方
的
な
言
い
方

が
目
下
に
し
か
通
用
し
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う。

ま
た
パ
イ
と
違
っ
て
意
志
的

表
現
に
も
接
続
す
る。

「
筑
紫
方
言」
（
江
戸
末
期
「
OO
器
学
大
系
j

第
二
0
巻）

に
は
「
さ
う
で

さ
う
ば
な
／
こ
う
で
あ
ら
う

こ
う
ば
な
／
も
う
よ
い
は
な

あ
ら
う

な

(
9)

第
三
者
が
日
ご
ろ
良
く
す
る
行
動
（
意
志
動
飼
ル
・

オ
ル
形）

（
彼
は）

い
つ
で
も、

良
か
付
け
合
せ
ば
か
り
持
て
行
く
バ
ン
（
伊
勢

6
5
0)
 

(
10)

第
三
者
の
同
定
(
i
ハ
ー
ザ
ル
11
デ
ア
ル
形）

（
背
中
に）

か
た
げ
て
お
る
は
金
ざ
ん
バ
ン
の
ふ
（
盛
衰
9
9
4)

(

11
)

一

般
世
界
に
関
す
る
話
し
手
の
考
え
（
総
称

ル
形）

交
易
は
相
互
ひ、

そ
ふ
す
れ
は
商
人
も
飯
に
有
り
付
く
パ
ン
（
双
紙
9

- 57 -



ど
云
こ
と
を
も

も
う
よ
い
ば
な
と
云」
の
よ
う
に、
パ
ナ
は
自
身
の
意
志・

誰
蚤
な
ど
を
相
手
に一
方
的
に
表
明
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る。

パ
ン
は
こ
の
バ
ナ
を
語
源
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る。

以
上
の
よ
う
に
検
討
し
て
み
る
と、
親
愛
性
や
待
遇
差、
バ
ナ
と
パ
ン
の

方
言
分
布
の
相
補
性、
パ
イ
と
パ
ン
の
時
間
性
の
差
な
ど
が
あ
る
程
度、
説

明
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。
ま
た
歴
史
的
に
は
元
々
は
別
語
だ
っ
た
も
の

が
形
態
的
な
類
似
か
ら
mini
m
al
p
ai
1を
形
成
し、
意
味
的
に
対
を
な
し
て

い
く
と
い
っ
た
過
程
も
浮
か
ぴ
上
が
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

•
本
稿
は
二
0
0
六
年
三
月
筑
紫
鼓
話
会
熊
本
大
会
や
二
0
0
六
年
六
月
四
日
の

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
で
「
佐
賀
方
首
戯
作
の
文
末
表
現」
と
し
て
口
頭
発
表

し
た
も
の
で
あ
る。
発
表
の
際、
多
く
の
方
に
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た。
感
謝
申

し
上
げ
る。
ま
た
文
献
調
査
や
口
頭
発
表
に
お
い
て
は、
平
成
十
八
年
度
文
部
科

学
省
科
学
研
究
伐
補
助
金、
基
盤
研
究
(
C)
「
古
辞
紺・
ロ
シ
ア
資
料
に
よ
る

日
本
語
形
態
音
韻
の
研
究」
（
謀
題
番
号
175
20
300)
の
支
援
を
受
け
た。

（
え
ぐ
ち

岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
教
授）

研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
＞

国
語
の
研
究
（
大
分
大
学
国
語
国
文
学
会）
一
二
四

国
際
交
流
基
金

日
本
語
教
育
紀
要
（
国
際
交
流
基
金）
五

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
（
国
文
学
研
究
資
料
館）
三
二

や
す
お

一
五

゜ 固
文
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会）
一
―
―

國
文
學
孜
（
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会）
二
0
0、
二
01
、
二
0
二、
ニ

国
文
学
研
究
（
早
稲
田
大
学
国
文
学
会）
一
五
七、
一
五
八、
一
五
九

国
文
学
研
究
狩
料
館
紀
要

文
学
研
究
篇
（
国
文
学
研
究
資
料
館）
＝
1

四、

国
文
学
研
究
究
科
館
年
報
（
国
文
学
研
究
資
科
館）
平
成
十
九
年
度

国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
（
神
戸
大
学
「
研
究
ノ
ー
ト」
の
会）
四
四、
四
五

国
文
学
論
考
（
都
留
文
科
大
学
国
語
国
文
学
会）
四
五

因
文
學
論
叢
（
前
谷
大
學
函
文
學
會）
五
四

国
文
白
百
合
（
白
百
合
女
子
大
学
国
栢
国
文
学
会）
四
十

國
文
巨
白
〈
E
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
絹）
四・
八

国
文
論
燥
（
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要）
八

国
文
論
叢
（
神
戸
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会）
四一

古
代
研
究
（
早
稲
田
古
代
研
究
会）
四
二

古
代
文
学
研
究

第
二
次
（
古
代
文
学
研
究
会）
一
八

語
文
（
日
本
大
学
国
文
学
会）
一
三
二、
一
＿―-
三、
一
三
四、
一
三
五

語
文
研
究
（
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会）
一
〇
六‘
1
0
七

駒
澤
因
文
（
駒
澤
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室）
四
六

堺・
南
大
阪
地
域
学
研
究
論
集
（
大
阪
府
立
大
学）
ニ

相
模
国
文
（
相
模
女
子
大
学
国
文
研
究
会）
一
二
六

滋
賀
大
國
文
（
滋
賀
大
学
教
育
学
部
国
語
研
究
室）
四
七
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